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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示デバイスと、
　前記画像表示デバイスの表示面に当接する第１の当接面を有する蓋体と、
　前記画像表示デバイスの前記表示面に対向する対向面が当接する第２の当接面を有する
保持部材とを備え、
　前記保持部材は、前記蓋体を付勢する付勢部を備え、
　前記蓋体は、前記付勢部により前記第２の当接面の法線方向に付勢されていることを特
徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　画像表示デバイスと、
　前記画像表示デバイスの表示面に当接する第１の当接面を有する蓋体と、
　前記画像表示デバイスの前記表示面に対向する対向面が当接する第２の当接面を有する
保持部材とを備え、
　前記蓋体は、
　　前記保持部材を付勢する付勢部を備え、
　　前記付勢部により前記第２の当接面の法線方向に付勢されていることを特徴とする画
像表示装置。
【請求項３】
　前記第２の当接面の外周が規定する面積は、前記画像表示デバイスの外周で規定される
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面積以下である、請求項１～２記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記第１の当接面の外周が規定する面積は、前記画像表示デバイスの外周で規定される
面積以下である、請求項１～３記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記蓋体は、
　前記保持部材に収容される、請求項１～４記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記蓋体は、
　光源が放射する光ビームを透過する開口部を備える、請求項１～５記載の画像表示装置
。
【請求項７】
　前記蓋体は、
　前記光源側の光源側蓋体と、前記画像表示デバイス側の表示デバイス側蓋体とを含み、
　前記光源側蓋体と前記表示デバイス側蓋体との間に偏光板を備え、
　前記表示デバイス側蓋体と前記偏光板とが当接する第３の当接面の外周が規定する面積
は、前記偏光板の外周が規定する面積以下である、請求項６記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオカメラやスチルカメラ、携帯電話端末などに搭載され、画像などを表
示することができる画像表示装置に関する。特に、エレクトリック・ビュー・ファインダ
ー（以下、ＥＶＦと記す）や液晶モニターなどの画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ビデオカメラやデジタルスチルカメラには、液晶表示デバイス（以下ＬＣＤパネ
ルとする）などで構成されている画像表示装置が搭載されている。ＬＣＤパネルの画像を
可視表示するには、ＬＣＤパネルの一方の面に光を照射するために、バックライト（以下
ＢＬと称する）などの光源が搭載された発光ユニットが必要である。すなわち、画像表示
装置は、ＬＣＤパネルと発光ユニットとを組み合わせて構成される。この際、ＬＣＤパネ
ルや発光ユニットの画像表示範囲に異物が付着していると、その異物が透過光を一部遮る
ことになり、画像の表示不良となる。特に、ＥＶＦのように光学レンズにて画像を拡大し
て表示する装置においては、付着した異物が微小であっても画像の表示不良を生じやすい
。
【０００３】
　このため、画像表示装置の内部へ異物が混入するのを防止する構成や、画像表示範囲へ
の異物の移動または付着等を防止する構成などのさまざまな工夫が提案されている。
【０００４】
　従来、画像表示装置の内部への異物混入等を防止するために、特許文献１に記載された
ものが知られている。図９は従来の画像表示装置の分解斜視図を示す。図９において、画
像表示装置は、ＥＶＦパネル２、偏光板４、筐体上部５、筐体下部６、フレキ基板１０、
およびフレキ基板押さえ部７を備えている。図１０は筐体下部６の斜視図である。筐体下
部６には、ＥＶＦパネル挿入部１２、および偏光板挿入部１３を備えている。
【０００５】
　図９及び図１０に示すように、ＥＶＦパネル挿入部１２は、ＥＶＦパネル２と略等しい
間隔を介した凸部によって形成されており、偏光板挿入部１３は偏光板４が挿入されるこ
とによって、開口部１４を閉塞することができるように形成されている。ＥＶＦパネル２
がＥＶＦパネル挿入部１２に挿入され、偏光板４が偏光板挿入部１３に挿入された後、筐
体上部５を筐体下部６に係合させる。
【０００６】
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　このようにＥＶＦパネル２と偏光板４とを離間して配置し、ＥＶＦパネル２を略密閉区
間内に配置することによって、ＥＶＦパネル２と偏光板４の界面にゴミなどの異物が付着
することを防止している。
【特許文献１】特開２００５－２０８４９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら特許文献１に開示されている構成では、ＥＶＦパネル２は、内面に電極を
備える一対のガラス基板の間隙に液晶材料を介在させ貼り合わせた構成であるために、Ｅ
ＶＦパネル２の厚みやガラス基板の面方向の寸法精度は確保しづらい。そのため、ばらつ
きの最大寸法のＥＶＦパネル２でも収まる位置にＥＶＦパネル挿入部１２を形成する必要
がある。そのため、ＥＶＦパネル挿入部１２とＥＶＦパネル２の外形とのクリアランスが
大きくなるとともに、面同士の摩擦力がないために、組み立て作業中あるいは組立後にＥ
ＶＦパネル２が動いてしまう。ＥＶＦパネル２が動いてしまうと、その鋭利なガラス端面
が筐体下部６を傷つけ、筐体下部６が削れてしまう可能性があるという問題がある。
【０００８】
　特に、フレキ基板１０を筐体下部６の底面に沿って折り曲げてフレキ基板押さえ部７で
押さえて保持させるときに、ＥＶＦパネル挿入部１２とＥＶＦパネル２の外形とのクリア
ランスの分、厚み方向に傾いた状態でフレキ基板１０と反対方向に動いてしまう可能性が
ある。すると、ＥＶＦパネル２の端面エッジがＥＶＦパネル挿入部１２の面に食い込み、
筐体下部６が削れてしまう。筐体下部６が削れたことによって発生したスラッジなどの異
物が画像表示範囲に移動すると、画像の表示不良を生じてしまう。
【０００９】
　本発明は、上記課題を鑑み、組立て過程においてＥＶＦパネルが筐体と接することによ
る異物の発生、または異物が画像表示範囲へ移動するのを抑制する画像表示装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明の第１の画像表示装置は、画像表示デバイスと、前記
画像表示デバイスの表示面に当接する第１の当接面を有する蓋体と、前記画像表示デバイ
スの前記表示面に対向する対向面が当接する第２の当接面を有する保持部材とを備え、前
記保持部材は、前記蓋体を付勢する付勢部を備え、前記蓋体は、前記付勢部により前記第
２の当接面の法線方向に付勢されているものである。
【００１１】
　また、本発明の第２の画像表示装置は、画像表示デバイスと、前記画像表示デバイスの
表示面に当接する第１の当接面を有する蓋体と、前記画像表示デバイスの前記表示面に対
向する対向面が当接する第２の当接面を有する保持部材とを備え、前記蓋体は、前記保持
部材を付勢する付勢部を備え、前記付勢部により前記第２の当接面の法線方向に付勢され
ているものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の画像表示装置は、画像表示デバイスが、保持部材の当接面に対し法線方向に押
し付けられ、面同士の摩擦力にて固定できるために、画像表示デバイスの端面エッジは、
当接面に食い込みにくく、削れにくい。したがって、異物の発生を抑えることができ、画
像の表示不良発生率を大幅に低減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の画像表示装置は、前記第２の当接面の外周が規定する面積は、前記画像表示デ
バイスの外周で規定される面積以下である構成とすることができる。この構成により、画
像表示デバイスのエッジが第２の当接面を擦ることを防止できるので、スラッジなどの異
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物の発生を防止することができる。
【００１４】
　また、前記第１の当接面の外周が規定する面積は、前記画像表示デバイスの外周で規定
される面積以下である構成とすることができる。この構成により、画像表示デバイスのエ
ッジが第１の当接面を擦ることを防止できるので、スラッジなどの異物の発生を防止する
ことができる。
【００１５】
　また、前記蓋体は、前記保持部材に収容される構成とすることができる。この構成によ
り、画像表示装置の光軸方向の長さを短くすることができるため、小型化が可能になる。
【００１６】
　また、前記蓋体は、光源が放射する光ビームを透過する開口部を備える構成とすること
ができる。
【００１７】
　また、前記蓋体は、前記光源側の光源側蓋体と、前記画像表示デバイス側の表示デバイ
ス側蓋体とを含み、前記光源側蓋体と前記表示デバイス側蓋体との間に偏光板を備え、前
記表示デバイス側蓋体と前記偏光板とが当接する第３の当接面の外周が規定する面積は、
前記偏光板の外周が規定する面積以下である構成とすることができる。この構成により、
偏光板のエッジが第３の当接面を擦ることを防止できるので、スラッジなどの異物の発生
を防止することができる。
【００１８】
　（実施の形態１）
　　〔１．画像表示装置の基本構成〕
　図１は、実施の形態１における画像表示装置が搭載された撮像装置の外観を示す斜視図
である。図２Ａは、実施の形態１の画像表示装置の分解斜視図である。図２Ｂは、図２Ａ
に示すスライドケース１１２の分解斜視図である。図２Ｃは、図２Ａに示すＬＣＤ（liqu
id crystal display）ユニット１４０の分解斜視図である。図２Ｄは、図２Ｃに示すＢＬ
（back light）ユニット１５０の分解斜視図である。図３及び図４は、ＬＣＤ保持ピース
１０１の斜視図である。
【００１９】
　図１に示すように、実施の形態１の画像表示装置は、例えばビデオカメラ２０などの撮
像装置に搭載される。ビデオカメラ２０は、少なくともレンズ部２１，ＥＶＦ（electric
 view finder）２２、および液晶モニター２３を備えている。レンズ部２１は、光学レン
ズおよび撮像素子を内蔵し、外部から光学レンズを介して入射する光を撮像素子で電気的
画像信号に変換する。ＥＶＦ２２は、レンズ部２１から得られる電気的画像信号などを表
示させることができる表示部が内蔵されている。使用者は、ＥＶＦ２２を覗き込むことで
撮像中の画像などを視認することができる。液晶モニター２３は、撮像装置２０の筐体上
に回動自在に配され、表示部２４にレンズ部２１で集光した光像を光電変換した電気的画
像信号などを表示させることができる。なお、ＥＶＦ２２及び液晶モニター２３は、必ず
しも両方備えている必要はなく、いずれか一方のみを備える構成でもよい。
【００２０】
　以下、画像表示装置の一例として、ＥＶＦ２２の構成について説明する。
【００２１】
　図２Ａに示すように、画像表示装置は、本実施の形態の主部であるＥＶＦユニットと、
ＥＶＦユニットに結合される本体ＦＰＣ（flexible print circuit）ユニット１２７とを
備えている。本体ＦＰＣユニット１２７は、ＥＶＦユニットと表示制御回路などの他回路
とを接続する。ＥＶＦユニットは、大きく分けて視度調整ユニット１１１、スライドフレ
ーム１２３、ＥＶＦ補強ピース１２６、本体スライドケースホルダー１２９、およびＬＣ
Ｄユニット１４０を備えている。
【００２２】
　図２Ｂに示すように、視度調整ユニット１１１は、スライドケース１１２、レンズホル
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ダー１１３、光学レンズ１１４、視度調整ツマミ１１５、およびスライドケースシート１
２０を備えている。
【００２３】
　図２Ｃに示すように、ＬＣＤユニット１４０は、大きく分けてＬＣＤ保持ピース１０１
、ＬＣＤパネル１０２、ＥＶＦ基板１０７、偏光板１０８、偏光板押さえ部材１０９、Ｅ
ＶＦクリックバネ１１０、およびＢＬユニット１５０を備えている。
【００２４】
　図２Ｄに示すように、ＢＬユニット１５０（蓋体）は、大きく分けてＢＬピース１０３
（光源側蓋体）、拡散シート１０４、ＢＬ偏光板１０５、およびＬＣＤ押さえピース１０
６（表示デバイス側蓋体）を備えている。以下、各部材の詳しい構成について説明する。
【００２５】
　図３及び図４に示すように、ＬＣＤ保持ピース１０１（保持部材）は、孔部１０１ａ、
弾性支持部１０１ｂ、挿入孔１０１ｃ、係合爪１０１ｄ、ＬＣＤ受け面１０１ｅ、偏光板
受け面１０１ｆ、孔部１０１ｇ、位置決めリブ１０１ｈ、保持ピース弾性腕１０１ｉ、Ｌ
ＣＤ凹部１０１ｊ、偏光板凹部１０１ｋ、爪部１０１ｍ、凹部１０１ｎ、孔部１０１ｐ、
および爪部１０１ｒを備えている。また、ＬＣＤ保持ピース１０１は、略角筒状に形成さ
れ、その内部には光を透過可能な貫通孔が形成されている。使用者は、この貫通孔を介し
てＬＣＤパネル１０２に表示される画像を、アイキャップ１３０側から視認することがで
きる。また、ＬＣＤ保持ピース１０１は、ポリアセタール樹脂等の摺動性に優れる樹脂を
射出成形して形成されている。また、ＬＣＤ保持ピース１０１の光軸方向において、凹部
１０１ｎなどが配されている側の端部を「第１の端部」と定義し、孔部１０１ａや弾性支
持部１０１ｂなどが配されている側の端部を「第２の端部」と定義する。なお、図３は第
２の端部側から見た斜視図を示し、図４は第１の端部側から見た斜視図を示す。
【００２６】
　孔部１０１ａは、ＬＣＤ保持ピース１０１における第２の端部側の下側に、光軸に対し
て略直交する方向に開口するように形成され、第２の端部側は保持ピース弾性腕１０１ｉ
によって囲まれている。また、孔部１０１ａは、本実施の形態では２カ所形成されている
が、この個数には限定されない。また、孔部１０１ａは、ＢＬピース１０３に形成されて
いる挿入足１０３ａを挿入可能な大きさを有している。
【００２７】
　弾性支持部１０１ｂ（付勢部）は、ＬＣＤ保持ピース１０１における第２の端部側の上
側において、ＬＣＤ保持ピース１０１の側壁から略水平に突出して形成されている。また
、弾性支持部１０１ｂは、ＢＬユニット１５０がＬＣＤ保持ピース１０１に保持される際
、ＢＬピース１０３に形成されている固定爪１０３ｂに当接可能なように形成されている
。
【００２８】
　挿入孔１０１ｃは、ＬＣＤ保持ピース１０１における第２の端部側の下端の略中央にお
いて、光軸に対して略直交する方向に開口するように形成されている。また、挿入孔１０
１ｃは、ＥＶＦ基板１０７に形成されている突起部１０７ｃが挿入可能な大きさを有して
いる。なお、挿入孔１０１ｃは、突起部１０７ｃが挿入されている状態で、突起部１０７
ｃとの間にクリアランスを有するような大きさに形成されていることが好ましい。
【００２９】
　係合爪１０１ｄは、ＬＣＤ保持ピース１０１における第２の端部側の上端において、そ
の爪形状が下方向に突出するように形成されている。また、係合爪１０１ｄは、左右両端
にそれぞれ１カ所ずつ形成されている。また、係合爪１０１ｄは、ＥＶＦ基板１０７がＬ
ＣＤ保持ピース１０１に係合される際に、ＥＶＦ基板１０７に形成されている被係合部１
０７ｄに係合可能なように形成されている。また、係合爪１０１ｄは、被係合部１０７ｄ
に係合される際に、弾性変形可能なように形成されている。
【００３０】
　ＬＣＤ受け面１０１ｅ（第１の当接面）は、ＬＣＤ保持ピース１０１の内面において、
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光軸に向かって突設され、ＬＣＤパネル１０２の表示面における外周縁部が当接可能であ
る。また、ＬＣＤ受け面１０１ｅは、ＬＣＤパネル１０２の表示面において有効表示領域
を隠蔽しないように、光軸を中心とする略四角形の開口部の周囲に形成されている。なお
、ＬＣＤ受け面１０１ｅの外周が規定する面積は、ＬＣＤパネル１０２の外周で規定され
る面積以下である。これにより、ＬＣＤパネル１０２のエッジがＬＣＤ受け面１０１ｅに
当接しないように構成されている。
【００３１】
　偏光板受け面１０１ｆは、ＬＣＤ保持ピース１０１の内面において、第１の端部側から
挿入された偏光板１０８を当接可能とし、光軸方向の位置決めが可能なように形成されて
いる。また、偏光板受け面１０１ｆは、光ビームの光路上に配置した偏光板１０８の外周
縁よりも、狭い範囲において偏光板１０８と当接する面であり、これにより偏光板１０８
のエッジが偏光板受け面１０１ｆに当接しないよう構成されている。
【００３２】
　孔部１０１ｇは、ＬＣＤ保持ピース１０１の左右両側壁に形成され、偏光板押さえ部材
１０９に形成されている押さえ爪１０９ａが係合される。
【００３３】
　位置決めリブ１０１ｈは、ＬＣＤ保持ピース１０１の内面に突出して形成され、ＬＣＤ
パネル１０２をＬＣＤ受け面１０１ｅに当接して配置させた時に、ＬＣＤパネル１０２を
位置決めすることができる。
【００３４】
　保持ピース弾性腕１０１ｉ（付勢部）は、ＬＣＤ保持ピース１０１における第２の端部
側の下側に形成され、光軸方向に弾性変形可能に形成されている。また、保持ピース弾性
腕１０１ｉは、孔部１０１ａに挿入足１０３ａが挿入された際に、挿入足１０３ａに押圧
されて弾性変形し、挿入足１０３ａに付勢力を与えることができる。なお、付勢部は、弾
性支持部１０１ｂと保持ピース弾性腕１０１ｉとで構成されている。
【００３５】
　ＬＣＤ凹部１０１ｊは、ＬＣＤ受け面１０１ｅの周囲に形成され、ＬＣＤパネル１０２
の外周縁と当接しない領域に相当する。これにより、ＬＣＤパネル１０２のエッジがＬＣ
Ｄ受け面１０１ｅに擦れることを防止し、スラッジなどの異物が発生するのを防ぐことが
できる。仮に、ＬＣＤ凹部１０１ｊが形成されていない場合、ＬＣＤパネル１０２がＬＣ
Ｄ受け面１０１ｅに強く押し付けられ、ＬＣＤパネル１０２がＬＣＤ受け面１０１ｅに微
少に沈み込んでエッジが引っかかり、削れによる異物が発生する可能性がある。これに対
して、本実施の形態のようにＬＣＤ凹部１０１ｊを形成することで、削れによる異物が発
生するわずかな可能性すらも回避することができる。
【００３６】
　偏光板凹部１０１ｋは、偏光板受け面１０１ｆの周囲に形成され、偏光板１０８の外周
縁と当接しない領域である。偏光板凹部１０１ｋが形成されているため、もしも偏光板１
０８の周囲に異物が付着または混入するなどして、画像表示範囲以外の場所に異物が混入
した場合でも、偏光板受け面１０１ｆと偏光板凹部１０１ｋとの段差が障壁となり、偏光
板凹部１０１ｋよりも画像表示範囲側に異物が移動することを防止することができる。
【００３７】
　爪部１０１ｍは、ＬＣＤ保持ピース１０１の両側壁に突出して形成されている。爪部１
０１ｍは、ＥＶＦクリックバネ１１０とＬＣＤ保持ピース１０１とを結合させる際に、Ｅ
ＶＦクリックバネ１１０に形成されている係合孔１１０ａに係合する。
【００３８】
　凹部１０１ｎは、ＬＣＤ保持ピース１０１における第１の端部側の上部に形成されてい
る。凹部１０１ｎは、ビス１２２（図２Ａ参照）のネジ径よりも大きな内径を有している
。
【００３９】
　孔部１０１ｐは、ＬＣＤ保持ピース１０１の両側壁に貫通して形成されている。孔部１
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０１ｐは、少なくともビス１２４（図２Ａ参照）のネジ部を挿通可能な内径を有している
。
【００４０】
　爪部１０１ｒは、ＬＣＤ保持ピース１０１の底面に突出して形成されている。爪部１０
１ｒは、ＬＣＤ保持ピース１０１とスライドケース１１２とを結合させた際に、スライド
ケース１１２に形成されている孔部１１２ａに係合する。
【００４１】
　図２Ｃに示すように、ＬＣＤパネル１０２（画像表示デバイス）は、ガラスを２枚貼り
あわせ、その間に液晶材料を封止して構成されている。ＬＣＤパネル１０２の外周縁は、
一部封止剤にて保護されているものの、多くの範囲では鋭利な端面になっている。また、
ＬＣＤパネル１０２は、本装置内に別途設けられている表示制御回路に電気的に接続され
るＦＰＣ１０２ａを備えている。ＬＣＤパネル１０２は、ＦＰＣ１０２ａを介して入力さ
れる制御信号によって、表示エリア１０２ｂに画像などを表示することができる。例えば
、本装置がビデオカメラに搭載されているＥＶＦに相当する場合は、撮像素子で撮像され
ている画像などを表示することができる。
【００４２】
　図２Ｄに示すように、ＢＬピース１０３は、中央に発光ダイオード１０７ｅ（図５及び
６参照）を挿入する開口部１０３ｄが形成されている。また、ＢＬピース１０３は、開口
部１０３ｄの周囲を凹曲面で形成されている。また、ＢＬピース１０３は、白色の合成樹
脂材料にて形成されている。また、ＢＬピース１０３は、挿入足１０３ａ、固定爪１０３
ｂ、弾性腕１０３ｃ、開口部１０３ｄ、および被保持部１０３ｅを備えている。また、Ｂ
Ｌピース１０３は、拡散シート１０４及びＢＬ偏光板１０５を挟んで、ＬＣＤ押さえピー
ス１０６に結合される。
【００４３】
　挿入足１０３ａは、ＢＬピース１０３の下端に突出して形成され、孔部１０１ａに挿入
される。本実施の形態では、挿入足１０３ａは、２カ所に形成されている。
【００４４】
　固定爪１０３ｂは、ＢＬピース１０３の上端に突出して形成され、ＢＬユニット１５０
をＬＣＤ保持ピース１０１に結合させた際に、弾性支持部１０１ｂに係合されるものであ
る。
【００４５】
　弾性腕１０３ｃは、開口部１０３ｄの両側において、ＥＶＦ基板１０７に対向するよう
に突出して形成されている。また、弾性腕１０３ｃは、光軸方向に弾性変形可能である。
これにより、ＥＶＦ基板１０７をＬＣＤ保持ピース１０１に結合させた際に、弾性腕１０
３ｃがＥＶＦ基板１０７の裏面に弾性変形しながら当接し、ＥＶＦ基板１０７のガタツキ
を抑えることができる。
【００４６】
　開口部１０３ｄは、ＢＬピース１０３の略中央に形成され、発光ダイオード１０７ｅか
ら発せられる光をＬＣＤパネル１０２側へ導くために形成されている。
【００４７】
　被保持部１０３ｅは、ＬＣＤ押さえピース１０６に形成されている３カ所の嵌合部１０
６ａが嵌合する部分である。被保持部１０３ｅは、ＢＬピース１０３において、光軸に直
交する面上の相対向する端部の上側と下側とにそれぞれ形成されている。上側の被保持部
１０３ｅは、上側の嵌合部１０６ａに嵌合する。下側の被保持部１０３ｅは、２個の挿入
足１０３ａの内側面部分に相当し、下側の嵌合部１０６ａに嵌合する。
【００４８】
　拡散シート１０４（光学部材）は、光ビームの光路上に配置され、発光ダイオード１０
７ｅから発せられる光を面方向に拡散することができる。拡散シート１０４は、ＢＬピー
ス１０３とＢＬ偏光板１０５との間に配されている。
【００４９】
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　ＢＬ偏光板１０５（光学部材）は、光ビームの光路上に配置され、光ビームを偏光させ
る偏光材料で形成した板状の光学部材である。ＢＬ偏光板１０５は、拡散シート１０４と
ＬＣＤ押さえピース１０６との間に配されている。
【００５０】
　ＬＣＤ押さえピース１０６は、ＢＬピース１０３とともに拡散シート１０４及びＢＬ偏
光板１０５を挟んで保持することができる。ＬＣＤ押さえピース１０６は、嵌合部１０６
ａ、開口部１０６ｂ、ＬＣＤ当接面１０６ｃ、偏光板当接面１０６ｄ、および開口部１０
６ｅを備えている。
【００５１】
　嵌合部１０６ａは、ＢＬピース１０３の被保持部１０３ｅに嵌合可能である。嵌合部１
０６ａは、ＬＣＤ押さえピース１０６の上側に１カ所、下側に２カ所形成されている。ま
た、嵌合部１０６ａは、拡散シート１０４及びＢＬ偏光板１０５を保持可能である。
【００５２】
　開口部１０６ｂは、ＬＣＤ押さえピース１０６の主面の略中央において、発光ダイオー
ド１０７ｅから出射される光ビームの光路を遮断しないように形成されている。
【００５３】
　ＬＣＤ当接面１０６ｃ（第２の当接面）は、ＬＣＤ押さえピース１０６の一方の面（Ｌ
ＣＤパネル１０２に対向する面）に形成されている面であり、図５に示すように開口部１
０６ｂの周囲において光軸方向に突出するように形成されている面に相当する。したがっ
て、ＬＣＤ押さえピース１０６は、ＬＣＤパネル１０２に対して一方の面の全体が当接す
るのではなく、そのうちの一部であるＬＣＤ当接面１０６ｃが当接する。なお、ＬＣＤ当
接面１０６ｃの外周が規定する面積は、ＬＣＤパネル１０２の外周で規定される面積以下
であるように構成されているため、ＬＣＤパネル１０２のエッジがＬＣＤ当接面１０６ｃ
に当接しない。
【００５４】
　偏光板当接面１０６ｄ（第３の当接面）は、ＬＣＤ押さえピース１０６の他方の面（偏
光板１０５に対向する面。ＬＣＤ当接面１０６ｃの裏面）に形成されている面であり、図
５に示すように開口部１０６ｂの周囲において光軸方向に突出するように形成されている
面に相当する。したがって、ＬＣＤ押さえピース１０６は、偏光板１０５に対して他方の
面の全体が当接するのではなく、そのうちの一部である偏光板当接面１０６ｄが当接する
。なお、偏光板当接面１０６ｄの外周が規定する面積は、偏光板１０５の外周が規定する
面積以下となるように構成されているため、偏光板１０５のエッジが偏光板当接面１０６
ｄに当接しない。
【００５５】
　開口部１０６ｅは、ＬＣＤ押さえピース１０６の上部に形成されている。開口部１０６
ｅは、ＬＣＤ押さえピース１０６とＢＬピース１０３とが結合された時に、固定爪１０３
ｂを内在させることができる。
【００５６】
　図２Ｃに示すように、ＥＶＦ基板１０７は、本装置内の別の回路基板とＬＣＤパネル１
０２に接続されているＦＰＣ１０２ａとを電気的に接続させるための基板である。ＥＶＦ
基板１０７は、ＬＣＤコネクタ１０７ａ、コネクタ１０７ｂ、突起部１０７ｃ、被係合部
１０７ｄ、および発光ダイオード１０７ｅを備えている。ＬＣＤコネクタ１０７ａは、Ｆ
ＰＣ１０２ａが接続されている。コネクタ１０７ｂは、本体ＦＰＣユニット１２７のＦＰ
Ｃ１２７ｂが接続されている。突起部１０７ｃは、ＥＶＦ基板１０７をＬＣＤ保持ピース
１０１に結合する際に、挿入孔１０１ｃに嵌合される。被係合部１０７ｄは。係合爪１０
１ｄが係合される部分である。発光ダイオード１０７ｅは、ＦＰＣ１２７ｂを介して電源
供給されることにより発光する素子であり、ＬＣＤパネル１０２の一方の面に光を照射す
るための光源である。
【００５７】
　偏光板１０８は、光ビームを偏光させる偏光材料で形成した、板状の光学部材である。
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偏光板１０８は、偏光板受け面１０１ｆと偏光板押さえ部材１０９との間に保持されてい
る。
【００５８】
　偏光板押さえ部材１０９は、偏光板１０８をＬＣＤ保持ピース１０１に保持させるため
の部品である。偏光板押さえ部材１０９は、両側面に爪部１０９ａが形成され、主面に開
口部１０９ｂが形成されている。爪部１０９ａは、孔部１０１ｇに係合可能であり、偏光
板押さえ部材１０９をＬＣＤ保持ピース１０１に結合させる際に孔部１０１ｇに係合させ
る。開口部１０９ｂは、ＬＣＤパネル１０２の表示エリア１０２ｂに表示される画像を目
視可能にするために形成されている。
【００５９】
　ＥＶＦクリックバネ１１０は、板金などのように弾性変形可能な材料で形成されている
。また、ＥＶＦクリックバネ１１０は、係合孔１１０ａ、付勢部１１０ｂ、孔部１１０ｃ
、および孔部１１０ｄが形成されている。また、ＥＶＦクリックバネ１１０は、ＬＣＤ保
持ピース１０１にその上部から覆い被せるように結合される。ＥＶＦクリックバネ１１０
をＬＣＤ保持ピース１０１に結合させる際、係合孔１１０ａに爪部１０１ｍを係合させる
。また、付勢部１１０ｂは、略帯状でかつ弾性変形可能に形成され、その先端には例えば
略半球状の突起部が形成されている。付勢部１１０ｂは、ＥＶＦをスライド操作する時に
スライドフレーム１２３の内面を摺動することで、負荷を発生させている。孔部１１０ｃ
は、ＥＶＦクリックバネ１１０の上面に形成され、ビス１２２（図２Ａ参照）が螺合され
る。孔部１１０ｄは、ＥＶＦクリックバネ１１０の両側壁に形成され、それぞれビス１２
８が螺合される。
【００６０】
　図２Ｂに示すように、視度調整ユニット１１１は、ＬＣＤユニット１０２に表示される
画像を、使用者において見やすい視度に調整することができるユニットである。
【００６１】
　スライドケース１１２は、略角筒状に形成され、その長手方向端部にアイキャップ１３
０が一体的に形成されている。また、スライドケース１１２の底面には、ＬＣＤ保持ピー
ス１０１の底面に形成されている爪部１０１ｒが係合可能な孔部１１２ａが形成されてい
る。また、スライドケース１１２の上面には、視度調整ツマミ１１５が回動自在に結合さ
れる孔部１１２ｂが形成されている。また、スライドケース１１２の上面には、ビス１２
２が螺合される孔部１１２ｃが形成されている。また、スライドケース１１２は、レンズ
ホルダー１１３及び光学レンズ１１４を内在可能な開口部１１２ｄが形成されている。開
口部１１２ｄは、スライドケース１１２の長手方向に、貫通して形成されている。
【００６２】
　レンズホルダー１１３は、側面視が略Ｔ字状に形成されており、その上面にはカム溝１
１３ａ及びガイド溝１１３ｂが形成されている。また、レンズホルダー１１３は、光学レ
ンズ１１４を保持可能なレンズ保持部１１３ｃが形成されている。ガイド溝１１３ｂは、
光学レンズ１１４の光軸に対して略平行になるように形成されている。カム溝１１３ａは
、視度調整ツマミ１１５の回転運動を直線運動に変換することができる。すなわち、カム
溝１１３ａには、視度調整ツマミ１１５に形成されているピン１１５ａが嵌合されており
、視度調整ツマミ１１５を回動操作することでピン１１５ａがカム溝１１３ａ内を移動し
、レンズホルダー１１３を光軸方向に移動させることができる。
【００６３】
　光学レンズ１１４は、レンズホルダー１１３に保持されている。光学レンズ１１４は、
使用者が視度調整ツマミ１１５を回動操作することで、レンズホルダー１１３とともに光
軸方向に移動され、任意の視度に調整することができる。
【００６４】
　視度調整ツマミ１１５は、略円盤状の回動操作部で構成され、孔部１１２ｂに回動自在
に嵌合される。視度調整ツマミ１１５の裏面には、ピン１１５ａが形成されている。また
、視度調整ツマミ１１５の表面（操作面）には、使用者の指を引っ掛けやすいように突起
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部を形成してもよい。
【００６５】
　図２Ａに示すように、ビス１２２は、スライドケース１１２に形成されている孔部１１
２ｃを挿通して、ＥＶＦクリックバネ１１０に形成されている孔部１１０ｃに螺合される
。ビス１２２は、孔部１１０ｃに螺合されている状態で孔部１１０ｃを貫通し、図５に示
すように先端が凹部１０１ｎ内に位置している。ビス１２２のネジ径は、少なくとも凹部
１０１ｎの内径よりも小さく形成されているため、ＥＶＦクリックバネ１１０及びスライ
ドケース１１２とＬＣＤ保持ピース１０１との間にはクリアランスを有している。
【００６６】
　スライドフレーム１２３は、一体化されたスライドケース１１２とＬＣＤユニット１４
０とを、スライド自在に保持するものである。本実施の形態では、スライドフレーム１２
３は、板金などの金属で構成した。また、スライドフレーム１２３は、フレーム嵌合孔１
２３ａ、スライド孔１２３ｂ、および孔部１２３ｃが形成されている。フレーム嵌合孔１
２３ａは、スライドフレーム１２３の両側壁に貫通形成され、スライドケースホルダー１
２９に形成されているピン１２９ａが嵌合される。スライド孔１２３ｂは、スライドフレ
ーム１２３の両側壁に貫通形成され、ビス１２４がスライド自在に挿通する。孔部１２３
ｃは、ビス１２８が螺合される。
【００６７】
　ビス１２４は、ＬＣＤユニット１４０をスライドフレーム１２３にスライド自在に結合
させることができる。ビス１２４は、スライドワッシャ１２５、スライド孔１２３ｂ、お
よび孔部１０１ｐを介して、孔部１１０ｄに螺合される。ビス１２４は、本実施の形態で
は段付きビスで構成されている。
【００６８】
　スライドワッシャ１２５は、スライドフレーム１２３とビス１２４の頭部との間に配さ
れる。スライドワッシャ１２５を配することにより、スライドフレーム１２３に対するビ
ス１２４のスライド動作をスムーズにすることができ、ＥＶＦのスライド動作をスムーズ
にすることができる。
【００６９】
　ＥＶＦ補強ピース１２６は、スライドフレーム１２３の長手方向の一端に固定されてい
る。ＥＶＦ補強ピース１２６は、スライドフレーム１２３に固定することで、スライドフ
レーム１２３を補強するとともに、本体ＦＰＣユニット１２７を保持することができる。
【００７０】
　本体ＦＰＣユニット１２７は、ＥＶＦのスライド位置を検知するためのＥＶＦ検知ＳＷ
（図示せず）が実装されている。また、本体ＦＰＣユニット１２７は、ビス孔１２７ａが
形成され、本体ＦＰＣユニット１２７とスライドフレーム１２３とを結合させる際に、ビ
ス１２８が挿通される。また、本体ＦＰＣユニット１２７には、外部回路に電気的に接続
されているＦＰＣ１２７ｂが配されている。
【００７１】
　スライドケースホルダー１２９は、スライドフレーム１２３の長手方向の他端に固定さ
れている。スライドケースホルダー１２９をスライドフレーム１２３に固定することで、
ＬＣＤユニット１４０及びスライドケース１１２がスライドフレーム１２３から脱落する
のを防いでいる。
【００７２】
　アイキャップ１３０は、スライドケース１１２の端部に一体的に形成され、使用者がＥ
ＶＦを覗き込んだ際に目を保護するためのものである。なお、アイキャップ１３０は、ス
ライドケース１１２に一体成型によって形成されていてもよいし、スライドケース１１２
とは別に成型し、スライドケース１１２に固定する構成でもよい。
【００７３】
　　〔２．画像表示装置の組立方法〕
　　〔2-1．視度調整ユニット１１１の組立方法〕
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　図２Ｂに示すように、まずレンズホルダー１１３に形成されているレンズ保持部１１３
ｃに、光学レンズ１１４を嵌合させて固定する。レンズホルダー１１３に光学レンズ１１
４を固定するには、光学レンズ１１４の側面に形成された突起部と、レンズ保持部１１３
に形成された凹部とを嵌合させる。
【００７４】
　次に、光学レンズ１１４が固定されたレンズホルダー１１３を、スライドケース１１２
の開口部１１２ｄ内に装着する。この時、スライドケース１１２の内壁上面に形成されて
いるガイドレール（不図示）に、ガイド溝１１３ｂがスライド自在に嵌合するように装着
する。これにより、レンズホルダー１１３は、開口部１１２ｄ内において、レンズ光軸方
向にスライド自在に装着することができる。
【００７５】
　次に、視度調整ツマミ１１５を、スライドケース１１２の上面に装着する。具体的には
、使用者の視力に合わせて光学レンズ１１４の位置を調節するための視度ツマミ１１５を
、スライドケース１１２に形成されている孔部１１２ｂに挿入し、回転可能に保持される
。この時、視度調整ツマミ１１５の裏面に形成されているピン１１５ａを、レンズホルダ
ー１１３に形成されているカム溝１１３ａに嵌合させる。これにより、視度調整ツマミ１
１５の回転運動を、レンズホルダー１１３の直線運動に変換することができる。なお、使
用者が接眼するアイキャップ１３０は、スライドケース１１２と一体に形成されている。
【００７６】
　次に、アイキャップ１３０の内面に、スライドケースシート１２０を両面テープ（図示
せず）にて貼り付ける。
【００７７】
　これにより、視度調整ユニット１１１が完成する。
【００７８】
　　〔2-2．ＬＣＤユニット１４０の組立方法〕
　図２Ｃに示すように、まず、ＬＣＤパネル１０２をＬＣＤ保持ピース１０１に挿入する
。すなわち、ＬＣＤパネル１０２を、ＬＣＤ保持ピース１０１の第２の端部側から挿入し
、ＬＣＤ受け面１０１ｅ（図３参照）に当接させる。この時、ＦＰＣ１０２ａが上方向に
引き出されるような方向に挿入する。また、ＬＣＤ受け面１０１ｅは、その外周が規定す
る面積が、ＬＣＤパネル１０２の外周で規定される面積以下になるように形成されている
ため、ＬＣＤパネル１０２をＬＣＤ受け面１０１ｅに当接させた状態では、ＬＣＤパネル
１０２のエッジはＬＣＤ受け面１０１ｅや他の部品に当接していない（図５参照）。
【００７９】
　次に、ＢＬユニット１５０をＬＣＤ保持ピース１０１に装着する。具体的には、ＢＬピ
ース１０３とＬＣＤ押さえピース１０６とが結合されている状態で、ＢＬピース１０３に
形成されている挿入足１０３ａ（図２Ｄ参照）を、ＬＣＤ保持ピース１０１の孔部１０１
ａ（図３参照）に上側から挿入する。この時、挿入足１０３ａは、クリアランスを有して
孔部１０１ａに挿入されている。次に、固定爪１０３ｂ（図２Ｄ参照）を、弾性支持部１
０１ｂ（図３参照）に係合させる。これにより、保持ピース弾性腕１０１ｉと弾性支持部
１０１ｂとが、それぞれ挿入足１０３ａと固定爪１０３ｂとを弾性的に付勢し、その結果
、ＬＣＤパネル１０２が発光ユニットを介してＬＣＤ受け面１０１ｅに付勢され、保持さ
れる。なお、弾性支持部１０１ｂは弾性変形が可能であるため、係合の際、弾性支持部１
０１ｂは固定爪１０３ｂによって上方向に押し上げられ、係合が完了すると弾性支持部１
０１ｂは元の形状に復帰する。また、ＢＬユニット１５０がＬＣＤ保持ピース１０１に装
着された状態では、ＬＣＤ押さえピース１０６に形成されているＬＣＤ当接面１０６ｃが
、ＬＣＤパネル１０２の有効表示領域以外の面に当接する（図５参照）ため、ＬＣＤパネ
ル１０２から出射する光を妨げることはない。また、ＬＣＤ当接面１０６ｃは、その外周
が規定する面積がＬＣＤパネル１０２の外周が規定する面積以下となるように形成されて
いるため、ＬＣＤパネル１０２のエッジはＬＣＤ当接面１０６ｃや他の部品に当接してい
ない（図５参照）。なお、ＢＬユニット１５０の組立方法については後述する。
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【００８０】
　次に、ＥＶＦ基板１０７をＬＣＤ保持ピース１０１に装着する。具体的には、ＥＶＦ基
板１０７に形成されている突起部１０７ｃを、ＬＣＤ保持ピース１０１に形成されている
挿入孔１０１ｃに挿入する。次に、ＥＶＦ基板１０７を、その第１面（発光ダイオード１
０７ｅが配されている面）がＢＬユニット１５０に対向するように、ＬＣＤ保持ピース１
０１に装着する。装着の際、ＬＣＤ保持ピース１０１に形成されている係合爪１０１ｄ（
図３参照）を、被係合部１０７ｄに係合させることで、ＥＶＦ基板１０７をＬＣＤ保持ピ
ース１０１に装着することができる。これにより、図５に示すように、発光ダイオード１
０７ｅが、開口部１０３ｄを挿通してＬＣＤパネル１０２の有効表示領域に対向するよう
に配置される。なお、ＢＬピース１０３には、ＥＶＦ基板１０７と弾性的に当接する弾性
腕１０３ｃが一体的に形成されている。ＥＶＦ基板１０７をＬＣＤ保持ピース１０１に嵌
合固定することにより、弾性腕１０３ｃがＥＶＦ基板１０７を弾性的に付勢する。
【００８１】
　次に、ＬＣＤパネル１０２のＦＰＣ１０２ａを、ＥＶＦ基板１０７に実装されているＬ
ＣＤコネクタ１０７ａに挿入し、電気的に接続する。なお、ＦＰＣ１０２ａをＬＣＤコネ
クタ１０７ａに接続してから、ＬＣＤパネル１０２，ＢＬユニット１５０、およびＥＶＦ
基板１０７をＬＣＤ保持ピース１０１に装着してもよい。
【００８２】
　次に、偏光板１０８をＬＣＤ保持ピース１０１に装着する。具体的には、偏光板１０８
を、ＬＣＤ保持ピース１０１の第１の端部側から開口部内に挿入し、偏光板受け面１０１
ｆ（図４参照）に当接させる。この時、偏光板１０８は、その有効光路以外の面が偏光板
受け面１０１ｆに当接している。また、偏光板受け面１０１ｆは、その外周が規定する面
積が、偏光板１０８の外周が規定する面積以下となるように形成されているため、偏光板
１０８のエッジは偏光板受け面１０１ｆや他の部品に当接していない。また、偏光板１０
８は、偏光板凹部１０１ｋには当接していない（図５参照）。
【００８３】
　次に、偏光板押さえ部材１０９をＬＣＤ保持ピース１０１に装着する。偏光板押さえ部
材１０９には押さえ爪１０９ａが形成され、ＬＣＤ保持ピース１０１には孔部１０１ｇが
形成され、押さえ爪１０９ａを孔部１０１ｇに係合させることで、偏光板１０８は偏光板
押さえ部材１０９とＬＣＤ保持ピース１０１との間に保持される。
【００８４】
　次に、ＥＶＦクリックバネ１１０をＬＣＤ保持ピース１０１に装着する。すなわち、Ｅ
ＶＦクリックバネ１１０の両側壁に形成されている係合孔１１０ａに、ＬＣＤ保持ピース
１０１の両側壁に形成されている爪部１０１ｍを係合させる。これにより、ＥＶＦクリッ
クバネ１１０によって、ＥＶＦのスライド動作に所定の負荷を与えるとともに、ＬＣＤパ
ネル１０２上部を覆い隠すことができる。なお、ＥＶＦクリックバネ１１０がＬＣＤ保持
ピース１０１に装着された状態では、孔部１１０ｃは凹部１０１ｎの上部に位置し、孔部
１１０ｄは孔部１０１ｐの内側に位置する。
【００８５】
　これにより、ＬＣＤユニット１４０が完成する。
【００８６】
　なお、本実施の形態では、ＬＣＤユニット１０２とＢＬユニット１５０とＥＶＦ基板１
０７とを組み付け、偏光板１０８と偏光板押さえ部材１０９とを組み付け、ＥＶＦクリッ
クバネ１１０を組み付ける順番としたが、この組立順には限らない。少なくとも、ＬＣＤ
ユニット１０２を組み付けた後にＥＶＦクリックバネ１１０を組み付ける順番にすれば、
組立作業性が悪化することはない。
【００８７】
　　〔2-3．ＢＬユニット１５０の組立方法〕
　図２Ｄに示すように、まず、拡散シート１０４とＢＬ偏光板１０５とを、ＬＣＤ押さえ
ピース１０６の偏光板当接面１０６ｄに当接させる。具体的には、拡散シート１０４とＢ
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Ｌ偏光板１０５とを、嵌合部１０６ａに嵌合させて上下３カ所で保持させる。この時、拡
散シート１０４とＢＬ偏光板１０５とが、発光ダイオード１０７ｅから出射される光ビー
ムの光路上に位置するように配置させる。
【００８８】
　次に、拡散シート１０４とＢＬ偏光板１０５とを挟み込むように、ＢＬピース１０３と
ＬＣＤ押さえピース１０６とを結合させる。具体的には、ＢＬピース１０３を嵌合部１０
６ａに被保持部１０３ｅを嵌合させて、上下３カ所で保持させる。この時、固定爪１０３
ｂは、開口部１０６ｅ内に位置している。
【００８９】
　これにより、ＢＬユニット１５０が完成する。
【００９０】
　　〔2-4．ＥＶＦユニットの組立方法〕
　図２Ａに示すように、まず、視度調整ユニット１１１を、スライドケースホルダー１２
９に挿入する。なお、スライドケースホルダー１２９は、その内部にスライドケース１１
２をスライド可能に挿通しているが、アイキャップ１３０は挿通できないように構成され
ている。
【００９１】
　次に、視度調整ユニット１１１内にＬＣＤユニット１４０を挿入する。挿入することに
より、スライドケース１１２に形成されている孔部１１２ａと、ＬＣＤ保持ピース１０１
に形成されている爪部１０１ｒとが嵌合し、仮固定される。この状態では、孔部１１２ｃ
と孔部１１０ｃとが投影面上で重なる位置にある。
【００９２】
　次に、ビス１２２によって、視度調整ユニット１１１とＬＣＤユニット１４０とを結合
する。具体的にはビス１２２を、孔部１１２ｃを挿通して孔部１１０ｃに螺合させる。こ
れにより、視度調整ユニット１１１とＬＣＤユニット１４０とを結合させることができる
。なお、孔部１１０ｃに螺合されたビス１２２は、その先端が孔部１１０ｃを貫通し、凹
部１０１ｎ（図３参照）内に位置している。凹部１０１ｎの内径は、ビス１２２のネジ径
よりも大きく形成されているため、ビス１２２の先端はＬＣＤ保持ピース１０１に締結さ
れずに、クリアランスを有して凹部１０１ｎ内に位置している。このようにビス１２２の
先端が凹部１０１ｎ内に位置していることによって、ビス止め時に孔部１１０ｃの内壁が
削られることによって発生する切り屑が、偏光板１０８の表面に落下あるいは付着するこ
とを防止できる。
【００９３】
　次に、スライドケースホルダー１２９とスライドフレーム１２３とを結合する。具体的
には、スライドケースホルダー１２９に形成されているピン１２９ａと、スライドフレー
ム１２３に形成されているフレーム嵌合孔１２３ａ（図２Ｃ参照）とを嵌合させることで
、スライドケースホルダー１２９とスライドフレーム１２３とを結合固定することができ
る。
【００９４】
　次に、スライドフレーム１２３とＬＣＤユニット１４０とを結合する。具体的には、ス
ライドワッシャー１２５が挿入されたビス１２４を、スライドフレーム１２３に形成され
ているスライド孔１２３ｂと孔部１０１ｐ（図３参照）とを通して、ＥＶＦクリックバネ
１１０に形成されている孔部１１０ｄ（図２Ｃ参照）に螺合させる。これにより、ＬＣＤ
ユニット１４０をスライドフレーム１２３に対してスライド可能に結合することができる
。この時、付勢部１１０ｂは、弾性変形しながらスライドフレーム１２３の内面に当接す
る。
【００９５】
　次に、ＥＶＦ補強ピース１２６とスライドフレーム１２３とを結合する。これにより、
スライドフレーム１２３を補強するとともに、本体ＦＰＣユニット１２７を保持すること
ができる。
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【００９６】
　次に、本体ＦＰＣユニット１２７とスライドフレーム１２３とを結合する。具体的には
、ビス１２８を、本体ＦＰＣユニット１２７に形成されているビス孔１２７ａに挿通し、
スライドフレーム１２３に形成されている孔部１２３ｃに螺合させる。次に、ＦＰＣ１２
７ｂをコネクタ１０７ｂに挿入し、電気的に接続する。
【００９７】
　これにより、ＥＶＦユニットが完成する。
【００９８】
　組立後のＥＶＦユニットの断面を、図５及び図６に示す。図５は、光軸を通る垂直切断
面で切断した断面図を示す。図６は、光軸を通る水平切断面で切断した断面図を示す。ま
た、図７は、ＥＶＦユニットの保持ピース弾性腕１０１ｉ近傍を下側から見た平面図であ
る。なお、図５において、弾性支持部１０１ｂ及び保持ピース弾性腕１０１ｉ近傍の構成
を詳しく表現するために、弾性支持部１０１ｂ及び保持ピース弾性腕１０１ｉ及びその近
傍はその断面を描画した。
【００９９】
　図５及び図６において、ＬＣＤ保持ピース１０１には、ＬＣＤパネル１０２の位置を規
制する位置決めリブ１０１ｈが形成されているが、ＬＣＤパネル１０２が一対のガラス基
板を貼り合わせて形成されているために、前述したＬＣＤパネル２と同様に高い外形寸法
精度は確保しづらい。そのため、バラツキの最大寸法のＬＣＤパネル１０２でも収容可能
な位置に、位置決めリブ１０１ｈを形成する必要がある。したがって、ＬＣＤパネル１０
２の外形は、従来の画像表示装置と同様に、位置決めリブ１０１ｈとのクリアランスは大
きくなる。
【０１００】
　しかし、実施の形態１のように、ＬＣＤ保持ピース１０１にＬＣＤパネル１０２を挿入
した後にＢＬユニット１５０を挿入する構成であれば、挿入足１０３ａを孔部１０１ａに
挿入し、固定爪１０３ｂを弾性支持部１０１ｂに係合させるため、図７に示すように保持
ピース弾性腕１０１ｉが挿入足１０３ａを弾性付勢する。また、図５に示すように、弾性
支持部１０１ｂが固定爪１０３ｂを付勢する。これにより、１カ所の弾性支持部１０１ｂ
と、２カ所の保持ピース弾性腕１０１ｉとの合計３カ所において、ＢＬユニット１５０を
介して、ＬＣＤパネル１０２をＬＣＤ受け面１０１ｅに対してその面の法線方向に押し付
ける力が作用する。よって、ＬＣＤパネル１０２は、面同士（ＬＣＤパネル１０２の表面
とＬＣＤ受け面１０１ｅ）の摩擦力にてＥＶＦ基板１０７を組み付ける前に、予めＬＣＤ
保持ピース１０１に固定できる。この時、仮にＬＣＤ凹部１０１ｊが形成されていなくて
も、ＬＣＤパネル１０２の端面エッジはＬＣＤ受け面１０１ｅに食い込みにくく、その面
の法線方向に押し付けるため、ＬＣＤ保持ピース１０１は削られにくい。
【０１０１】
　このようにして、ＢＬユニット１５０を組み付けた後は、たとえばＥＶＦ基板１０７を
ＬＣＤ保持ピース１０１に固定する前にＦＰＣ部１０２ａをＬＣＤコネクタ１０７ａに挿
入する場合でも、ＬＣＤパネル１０２は強固に位置決めされている。
【０１０２】
　　〔３．画像表示装置の動作〕
　まず、ＬＣＤパネル１０２に表示される画像を視認する時の動作について説明する。
【０１０３】
　図５及び図６において、ＬＣＤパネル１０２に画像を表示させる場合は、画像を表示す
るための制御信号がＦＰＣ１２７ｂ及びＦＰＣ１０２ａを介して、ＬＣＤパネル１０２に
入力される。それとともに、発光ダイオード１０７ｅは通電されることにより発光し、そ
の光ビームが拡散シート１０４、ＢＬ偏光板１０５、および開口部１０６ｂを介して、Ｌ
ＣＤパネル１０２の背面に到達する。光ビームは、さらにＬＣＤパネル１０２の有効表示
領域を透過した後、ＬＣＤ保持ピース１０１内の開口部、偏光板１０８、開口部１０９ｂ
、および光学レンズ１１４を介して、アイキャップ１３０の開口部から出射する。これに
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より、使用者は、ＥＶＦユニットをアイキャップ１３０側から覗き込むことで、ＬＣＤパ
ネル１０２に表示される画像を視認することができる。
【０１０４】
　次に、視度調整を行う場合は、視度調整ツマミ１１５を回動させる。視度調整ツマミ１
１５を回動させることで、ピン１１５ａがレンズホルダー１１３に形成されているカム溝
１１３ａ内を移動し、レンズホルダー１１３が光軸方向へ移動する。本実施の形態の場合
、図２Ａにおいて、視度調整ツマミ１１５を時計方向に回動させると、レンズホルダー１
１３がアイキャップ１３０側へ移動し、視度調整ツマミ１１５を反時計方向に回動させる
と、レンズホルダー１１３がＬＣＤパネル１０２側へ移動するように構成されている。使
用者は、ＥＶＦユニットをアイキャップ１３０側から覗き込みながら、視度調整ツマミ１
１５を時計方向または反時計方向に回動させて、所望の視度に調整する。
【０１０５】
　　〔４．実施の形態の効果、他〕
　本実施の形態によれば、ＬＣＤパネル１０２を確実に位置決めすることができるため、
ＬＣＤパネル１０２とＬＣＤ保持ピース１０１と摺動を抑制することができる。これによ
り、スラッジなどの異物が発生するのを防ぐことができ、表示領域内に異物が混入するこ
とによる表示不良発生率を大幅に低減できる。
【０１０６】
　また、ＢＬユニット１５０を組み付けた後は、たとえばＥＶＦ基板１０７をＬＣＤ保持
ピース１０１に固定する前にＦＰＣ１０２ａをＬＣＤコネクタ１０７ａに挿入する場合で
も、ＬＣＤパネル１０２が動かないため、ガラス基板の端面がＬＣＤ保持ピース１０１を
傷つけることがなくなり、異物の発生を防止することができる。
【０１０７】
　また、ＥＶＦ基板１０７をＬＣＤ保持ピース１０１に嵌合固定することにより、弾性腕
１０３ｃがＥＶＦ基板１０７を弾性的に付勢するため、ＥＶＦ基板１０７をガタつきなく
固定することができる。よって、ＥＶＦ基板１０７とＬＣＤ保持ピース１０１やＢＬピー
ス１０３との擦れによるスラッジ等の異物の発生を防ぐことができる。
【０１０８】
　さらに、実施の形態１のように、ＬＣＤ保持ピース１０１には、ＬＣＤパネル１０２の
外周縁よりも狭い範囲のＬＣＤ受け面１０１ｅを形成し、その周囲にはＬＣＤパネル１０
２の外周縁と当接しない領域であるＬＣＤ凹部１０１ｊを形成している。これにより、Ｌ
ＣＤパネル１０２のガラス基板のエッジ（外周縁とも称される）がＬＣＤ受け面１０１ｅ
を削ることを防止できるので、スラッジなどの異物の発生を防止することができる。例え
ば、ＬＣＤ凹部１０１ｊが形成されていない場合、ＬＣＤパネル１０２がＬＣＤ受け面１
０１ｅに強く押し付けられ、ＬＣＤパネル１０２がＬＣＤ受け面１０１ｅに微少に沈み込
んでエッジが引っかかり、削れによる異物が発生してしまう可能性がある。実施の形態１
の構成では、このような異物が発生するわずかな可能性すらも回避することができる。こ
のため、ＬＣＤパネル１０２をＬＣＤ保持ピース１０１に挿入する際や、発光ユニットの
挿入時にＬＣＤパネル１０２が動いても、その鋭利なガラス基板の外周縁でＬＣＤ保持ピ
ース１０１を傷つけることがない。また、発光ユニットの組み付け前においても、異物の
発生を防止することができる。
【０１０９】
　また、仮に、ＬＣＤパネル１０２の周囲が欠けたり、あるいは周囲に異物が付着または
混入するなどして、画像表示範囲以外の場所に異物が混入していた場合でも、ＬＣＤ受け
面１０１ｅとＬＣＤ凹部１０１ｊとの段差が障壁となり、ＬＣＤ凹部１０１ｊよりも画像
表示範囲側に異物が移動することを防止できる。
【０１１０】
　また、実施の形態１のように、ＬＣＤ保持ピース１０１には、偏光板１０８の外周縁よ
りも狭い範囲において偏光板１０８と当接する偏光板受け面１０１ｆが形成され、その周
囲には偏光板１０８の外周縁と当接しない領域である偏光板凹部１０１ｋが形成されてい
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る。この構成により、偏光板１０８のエッジがＬＣＤ押さえピース１０６を削ることを防
止できるため、スラッジなどの異物が発生するのを防止することができる。さらに、偏光
板１０８の周囲に異物が付着または混入するなどして、画像表示範囲以外の場所に異物が
混入していた場合でも、偏光板受け面１０１ｆと偏光板凹部１０１ｋとの段差が障壁とな
り、偏光板凹部１０１ｋよりも画像表示範囲側に異物が移動することを防止できる。
【０１１１】
　また、ＬＣＤ押さえピース１０６には、ＬＣＤパネル１０２の外周縁よりも狭い範囲に
おいてＬＣＤパネル１０２と当接するＬＣＤ受け面１０６ｃが形成され、その周囲にはＬ
ＣＤパネル１０２の外周縁と当接しない領域が形成されている。この構成により、ＬＣＤ
パネル１０２のエッジがＬＣＤ押さえピース１０６を削ることを防止できるため、スラッ
ジなどの異物の発生を防止することができる。
【０１１２】
　なお、ＬＣＤパネル１０２は、その外周縁が鋭利であれば、必ずしもガラスを２枚貼り
あわせ、その間に液晶を封止したのみの構成でなくとも、同様の効果が得られる。たとえ
ば、ガラスの周囲に金属のプレス部品を固着した構成であってもよい。
【０１１３】
　また、画像表示デバイスは、必ずしもＬＣＤパネルでなく、例えばエレクトロルミネッ
センスディスプレイ（ＥＬディスプレイ）、プラズマディスプレイ、あるいは電界放電デ
ィスプレイなど他の方式であっても、外周縁に鋭利な部分があれば同様の効果が得られる
。
【０１１４】
　また、ＢＬユニット１５０は、必ずしも発光ダイオードを使用する必要はなく、ＥＬ素
子や蛍光管を使用したものであっても、同様の効果が得られる。また、プリズムやレンズ
などで外光を導入する構成であっても、同様の効果が得られる。
【０１１５】
　また、ＬＣＤ保持ピース１０１は、その材料は必ずしもポリアセタール樹脂である必要
はなく、例えばスチレン系樹脂やカーボネイト系樹脂等の機械的強度に優れる樹脂や、弗
素系樹脂等の摺動特性に優れる樹脂等の他の材料であっても同様の効果が得られる。
【０１１６】
　また、実施の形態１では、光ビームの光路上に配置した光学部材としてＢＬ偏光板１０
５と偏光板１０８を挙げたが、光ビームの光路上に配置した光学部材は、必ずしも光ビー
ムを偏光させる偏光材料で形成した板状の光学部材である必要はない。たとえば、略々点
光源であるＬＥＤの光を広範囲にムラ無く拡散させるための拡散剤を混入した拡散板でも
よいし、単なる透明板やレンズ類であっても、その効果は同じである。
【０１１７】
　また、実施の形態１では、弾性支持部１０１ｂ及び保持ピース弾性腕１０１ｉで構成さ
れる保持部をＬＣＤ保持ピース１０１に配し、挿入足１０３ａ及び固定爪１０３ｂで構成
される被保持部をＢＬユニット１５０に配する構成としたが、保持部をＢＬユニット１５
０に配し、被保持部をＬＣＤ保持ピース１０１に配する構成としても同様の効果が得られ
る。
【０１１８】
　また、弾性支持部１０１ｂ及び固定爪１０３ｂをＢＬユニット１５０の上側に配し、保
持ピース弾性腕１０１ｉ及び挿入足１０３ａをＢＬユニット１５０の下側に配する構成と
したが、保持ピース弾性腕１０１ｉ及び挿入足１０３ａをＢＬユニット１５０の上側に配
し、弾性支持部１０１ｂ及び固定爪１０３ｂをＢＬユニット１５０の下側に配する構成と
しても同様の効果が得られる。
【０１１９】
　また、弾性腕１０３ｃは、本実施の形態ではＢＬピース１０３に形成されているが、Ｅ
ＶＦ基板１０７におけるＢＬユニット１５０に対向する面に形成する構成としても同様の
効果が得られる。
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【０１２０】
　また、ＬＣＤ保持ピース１０１において、偏光板受け面１０１ｆの近傍に偏光板凹部１
０１ｋが形成されているが、形成しなくてもよい。すなわち、偏光板受け面１０１ｆの外
周が規定する面積が、偏光板１０８の外周が規定する面積よりも大きく形成してもよい。
【０１２１】
　また、ＬＣＤ押さえピース１０６において、偏光板当接面１０６ｄの外周が規定する面
積は、偏光板１０５の外周が規定する面積以下になるように形成されているが、偏光板１
０５の外周が規定する面積よりも大きく形成してもよい。
【０１２２】
　また、ＢＬピース１０３において、偏光板１０５に当接する面の外周が規定する面積は
、偏光板１０５の外周が規定する面積以下になるように形成されているが、偏光板１０５
の外周が規定する面積よりも大きく形成してもよい。
【０１２３】
　　〔５．画像表示装置の他の構成〕
　実施の形態１の画像表示装置は、ビデオカメラなどに搭載されるＥＶＦに限らず、図１
に示す液晶モニター２３に搭載することもできる。液晶モニター２３の内部構造は、図７
に示すように構成されている。
【０１２４】
　図７は、ビデオカメラなどに搭載される一般的な液晶モニターの構成を示す分解斜視図
である。図７に示すように、液晶モニター２００は、第１のＬＣＤケース２０１、基板２
０２、反射シート２０３、導光板２０４、拡散シート２０５、第１の偏光シート２０６、
第２の偏光シート２０７、導光板ホルダー２０８、液晶パネル２０９、シールドケース２
１０、第２のケース２１１、ヒンジユニット２１２、アース板２１３、およびビス２１４
を備えている。基板２０２の一端面近傍には、例えば複数個のＬＥＤ等の発光素子を配列
したバックライト装置（不図示）が実装されている。基板２０２においてバックライト装
置が実装されている面側には、反射シート２０３、導光板２０４、拡散シート２０５、第
１の偏光シート２０６、第２の偏光シート２０７、および液晶パネル２０９が、この順序
で配置されている。導光板ホルダー２０８は、枠状に形成され、拡散シート２０５と第１
の偏光シート２０６と第２の偏光シート２０７を挟んで、導光板２０４を保持する。シー
ルドケース２１０は、金属などの導電材で形成されているとともに枠状に形成され、外部
の不要輻射などから液晶パネル２０９を保護するものである。図中、基板２０２からシー
ルドケース２１０は、第１のＬＣＤケース２０１及び第２のＬＣＤケース２０２で形成さ
れるケース内に収納される。アース板２１３は、液晶モニター２００に帯電した静電気な
どを外部へ逃がすことができる。ヒンジユニット２１２は、液晶モニター２００をビデオ
カメラ本体（不図示）に対して回動自在に支持するものである。
【０１２５】
　図７において、液晶パネル２０９は、制御信号が入力されると、その制御信号に基づい
て液晶を駆動させて像を生成する。さらに、入力される制御信号によって、基板２０２に
実装されているバックライト装置を点灯する。バックライト装置から出射した光は、バッ
クライト装置を実装した基板２０２の一端辺に対向する導光板２０４の端辺（正確には、
都外端辺を一辺とする端面）を介して導光板２０４に入射する。導光板２０４は、その板
面に対し直交方向に光を出射する。導光板２０４から反射シート２０３側に出射した光は
、当該反射シート２０３が全反射することで、導光板２０４を介して第１の偏光シート２
０６側に光を反射する。このように導光板２０４の面に対して直交方向に出射した光は、
第１の偏光シート２０６側に出射する光に集約され、拡散シート２０５に入射して拡散さ
れ面光源となる。拡散シート２０５を出射した光は、第１の偏光シート２０６及び第２の
偏光シート２０７によって各々の面に直交する法線方向に集光される。これらの２枚の偏
光シートによって、液晶パネル２０９を介して透過した光の偏光方向を変えることで、液
晶パネル２０９の液晶のスイッチング機能が発揮される。第２の偏光シート２０７を出射
した光は、液晶パネル２０９にその裏面から入射し表面から出射する。液晶パネル２０９
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は、表示制御回路（不図示）から入力される表示制御信号によって液晶が駆動されて画像
が生成されており、パネル後方から光が照射されることによって表示することができる。
【０１２６】
　このように構成された液晶モニター２００において、液晶パネル２０９は、各種シート
などを介して、第１のＬＣＤケース２０１と第２のＬＣＤケース２１１とにより挟持され
ている。この時、第１のＬＣＤケース２０１を第２のＬＣＤケース２１１側へ付勢する手
段、または第２のＬＣＤケース２１１を第１のＬＣＤケース２０１側へ付勢する手段を備
えることによって、液晶パネル２０９をガタツキなく位置決めすることができ、液晶パネ
ル２０９と他の部材とが擦れるのを防止することができる。よって、スラッジなどの異物
が発生するのを防止することができる。例えば、第１のＬＣＤケース２０１に、図３に示
す弾性固定腕１０１ｂ及び保持ピース弾性腕１０１ｉに相当する部材を備え、第２のＬＣ
Ｄケース２１１に、図２Ｄに示す挿入足１０３ａ及び固定爪１０３ｂに相当する部材を備
え、両者を係合させることで、第１のＬＣＤケース２０１と第２のＬＣＤケース２１１と
を付勢力を介して結合する構成がある。
【０１２７】
　また、導光板ホルダー２０８において、液晶パネル２０９に当接する面は、その外周が
規定する面積が、液晶パネル２０９の外周が規定する面積以下になるように形成すること
ができる。このように構成することで、画像表示範囲側に異物が移動することを防止でき
る。また、上記のような当接面の面積の関係は、導光板ホルダー２０８と液晶パネル２０
９との当接部分に限らず、他の当接部分においても同様の関係を持たせることで、同様の
効果を得ることができる。例えば、第１のＬＣＤケース２０１と基板２０２との当接部分
や、シールドケース２１０と第２のＬＣＤケース２１１との当接部分などに有効である。
特に、当接する２つの部材のうち少なくとも一方が、樹脂などのように、擦れることによ
ってスラッジが発生する可能性が高い材料で形成されている場合に有効である。
【０１２８】
　以上の構成により、液晶パネル２０９と他の部材とが擦れることによる異物発生を防ぐ
ことができ、表示領域内に異物が混入することによる表示不良発生率を大幅に低減できる
。また、他にも、上記ＥＶＦの構成によって得られる効果と同様の効果を得ることができ
る。
【０１２９】
　なお、図７に示す液晶モニター２００の構造は一例であり、異なる構造の液晶表示装置
であっても同様の効果が得られる。すなわち、少なくとも液晶パネル２０９を表裏両側か
ら挟み込んで位置決めする構造を備える液晶表示装置であれば、携帯電話端末、デジタル
スチルカメラ、液晶テレビジョン受像機等、画像表示装置を適用する形態に拘わらず同様
の効果が得られる。また、表示面積の大小に拘わらず、同様の効果が得られる。
【０１３０】
　また、本実施の形態に示す液晶モニター２００は、液晶パネル２０９を搭載した構成と
したが、ＥＬディスプレイパネルやプラズマディスプレイパネル等の平板形状の表示装置
を搭載した構成であっても同様の効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【０１３１】
　本発明の画像表示装置は、異物の発生を抑えることができ、画像の表示不良発生率を大
幅に低減できるので、ビデオカメラ、スチルカメラ、携帯電話などに搭載されるＥＶＦや
液晶モニターに有用である。また、単体機器としての画像表示装置である液晶ディスプレ
イ、有機ＥＬディスプレイ等にも有用である。
【０１３２】
　中でも、ＥＶＦのように光学レンズにて表示画像を拡大する装置においては、特に有用
である。
【図面の簡単な説明】
【０１３３】
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【図１】実施の形態１における画像表示装置が搭載された撮像装置の外観を示す斜視図
【図２Ａ】実施の形態１における画像表示装置の分解斜視図
【図２Ｂ】実施の形態１における視度調整ユニットの分解斜視図
【図２Ｃ】実施の形態１におけるＬＣＤユニットの分解斜視図
【図２Ｄ】実施の形態１におけるＢＬユニットの分解斜視図
【図３】実施の形態１におけるＬＣＤ保持ピースの斜視図
【図４】実施の形態１におけるＬＣＤ保持ピースの斜視図
【図５】実施の形態１における画像表示装置の断面図
【図６】実施の形態１における画像表示装置の断面図
【図７】実施の形態１における画像表示装置の要部平面図
【図８】実施の形態１における画像表示装置の他例を示す分解斜視図
【図９】従来の画像表示装置におけるＬＣＤユニットの分解斜視図
【図１０】従来の画像表示装置における筐体下部の斜視図
【符号の説明】
【０１３４】
　１０１　ＬＣＤ保持ピース（保持部材）
　１０１ｂ　弾性支持部（付勢部）
　１０１ｅ　ＬＣＤ受け面（第１の当接面）
　１０１ｉ　保持ピース弾性腕（付勢部）
　１０２　ＬＣＤパネル（画像表示デバイス）
　１０３　ＢＬピース（表示デバイス側蓋体）
　１０５　ＢＬ偏光板
　１０６　ＬＣＤ押さえピース（光源側蓋体）
　１０６ｃ　ＬＣＤ当接面（第２の当接面）
　１０６ｄ　偏光板当接面（第３の当接面）
　１５０　ＢＬユニット（蓋体）
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